
＜ 校庭の樹木と虫たち ～６月のひたち野うしく小 ＞

こんにちは。今回は、ひたち野うしく小校庭の樹木を中心に紹介します。
じゅもく しょうかい

６月といえばアジサイ。どこの学校にも、よく植えられます。一番よく見るのは、まわりを大きな花
う

びらのようなもので囲まれたガクアジサイでしょうか。じつは花びらに見えるのはガクで、雌しべは
かこ め

退化しているため、実ができません。花粉を運ぶ虫を誘うので、「装飾花(飾り花)」とよばれます。中
たい か み か ふん さそ そうしょく か かざ

央に集まる青い小さな花が、実もできる通常の花です。各地で見られるアジサイは、野生種のガクアジ
み

サイから装飾花がより多く、ガクがより大きくなる系統を選んで育てつくられた品種だそうで、写真の
そうしょく か けいとう ひんしゅ

もたぶんそうでしょう。中にはほとんど装飾花だけになったものもあり、それを「アジサイ」とよぶこ
そうしょく か

ともありますが、ヨーロッパで品種改良されたセイヨウアジサイも同様で、私には区別がつきませ
ひんしゅかいりょう どうよう

ん。それでここではガク咲きのものをガクアジサイ、手毬咲きのものをセイヨウアジサイとしました。
ざ て まり ざ

プールの近くには、ヤマボウシが咲いていまし
さ

た。第 21号のハナミズキに似ていますが、近い仲間
に なか ま

です。白い花びらのように見えるのはハナミズキや

ドクダミ同様、総苞片とよばれ、葉の変化したもの。
どうよう そうほうへん は

中央に集まっているのが、本当の花です。虫めがね

で、よく見てみましょう。秋に実が熟すと、ハナミ
み じゅく

ズキとの違いがはっきりするでしょう。
ちが

牛久：学校周辺に見る自然
2020 年６月 23 日発行

ガクアジサイ(左上)と、その中央に集まる花(右上)。蜜を吸うセイヨウミツバチ(左下)と、セイヨウアジサイ(右下)。
みつ す

ハナミズキのなかま、ヤマボウシ。



第 29号牛久二小の、大輪キンシバイに
たいりん

よく似て小型の、キンシバイの花も咲い
に こ がた さ

ていました。花も葉も一回り小さく、花が
は

半開きのような状態で咲きます。雄しべが
さ お

たくさんあって、ミツバチがしきりに訪れ
おとず

ていました。中国原産で、花の形がウメに
げんさん

似て、黄色いからついた名のようです。
に

次に、若い実がなっていた木です。ひたち野うしく小で
み

はおなじみの、アーモンドの実が、だいぶ大きくなっ
み

ていました。形も、おもしろいですね。となりのまん丸な

実をつけているのは、ハナモモ。第 21号でも紹介し
み しょうかい

ましたが、ハナモモは花粉が多く、いっしょに植えると、
か ふん う

アーモンドの実の着きもよくなるのですよ。
み

こちらは、ツバキ。赤くておいし

そうですが、皮がぶ厚くて、中には大き
かわ あつ

な種子が出来ます。まだひたち野うしく
しゅ し

小がない頃、中根小で種子から油をとっ
ころ しゅ し

たクラスがあったのを、なつかしく思い

出しました。

フェンスぞいには、オリーブが植えられ
う

ています。目だちませんが今年もたくさんの花

をつけ、実がいっぱい出来そうです。校庭に植
み う

えられたキンモクセイと同じ、モクセイ科の木
か

なのですよ。オリーブの枝は平和の象 徴とさ
えだ しょうちょう

れ、国際連合の旗にも使われています。
はた

中国原産の、キンシバイ。
げんさん

アーモンド(左)と、ハナモモ(右)の実。
み

ツバキの実。長く伸びたのは雌しべのなごり。
み の め

平和の 象 徴 、オリーブ。
しょうちょう



遊具の近くには、カエデの木があります。イロハモミジです。プロペラのような形の若い実が、ぐ
ゆう ぐ み

んぐん大きくなってきました。秋に熟すと、風が吹いた時にくるくる回りながら落ちてくるようすが見
じゅく ふ

られますよ。

門の近くにはコナラの木があります。小さなドングリが出来ていました。ときどき見て、大きくな

っていくようすを観察しましょう。うろこのようなのは、ドングリのざぶとん(ぼうしと見る人も)です。
かんさつ

最後に、フェンスにからまるツルウメモドキと、イチョウの葉にとまっていたマメハンミョウ。
は

ツルウメモドキは秋に黄色に熟すと３つに割れ、オレンジ色の仮種皮に包まれた種子が顔を出します。
じゅく か しゅ ひ しゅ し

頭が赤いマメハンミョウは、体液に毒があるので触らないようにしましょう。【理科支援員：宮内】
どく さわ

プロペラのような形の、若い実をつけたイロハモミジ。分かれ目の、ちょっとふくらんでいるのが種子。
み しゅ し

門の近くのコナラ。小さなドングリが出来ている。ボコッと出ているのは、雌しべの先のなごり。
め

フェンスにからんだツルウメモドキ(左)と、イチョウの葉にとまるマメハンミョウ(右)。
は


